
●ポイント 

・収入印紙の代金は、「租税公課」として処理する。

・郵便切手の代金は、「通信費」として処理する。

３．前払金（手付金）の処理 

●読み取り 

読 み 取 り 勘定科目の選択 借 方 科 目 貸 方 科 目

注文していた商品が到着したので… ⇒ 仕 入(費 用)の増加 ⇒ 仕 入 

手付金＊１と相殺したので… ⇒ 前 払 金(資 産)の減少 ⇒ 前 払 金

残額＊２は小切手を振り出したので… ⇒ 当 座 預 金(資 産)の減少 ⇒ 当 座 預 金

＊１ ￥120,000×20％＝￥24,000 

＊２ ￥120,000－￥24,000＝￥96,000 

●ポイント 

・手付金を支払ったときに、「前払金」として処理している。

４．商品券の処理

●読み取り 

読 み 取 り 勘定科目の選択 借 方 科 目 貸 方 科 目

商品を売り渡したので… ⇒ 売 上(収 益)の増加 ⇒ 売 上 

他店発行の商品券で受け取ったので… ⇒ 他 店 商 品 券(資 産)の増加 ⇒ 他店商品券

残額＊１は当店発行の商品券で受け取った

ので…
⇒ 商 品 券(負 債)の減少 ⇒ 商 品 券

＊１ ￥54,000－￥36,000＝￥18,000 

●ポイント 

・他店発行の商品券を受け取った場合は、「他店商品券」として処理する。

・当店発行の商品券を受け取った場合は、「商品券」として処理する。

５．普通預金の処理

●読み取り 

読 み 取 り 勘定科目の選択 借 方 科 目 貸 方 科 目

土地の売却に伴う未収額の振込みなので… ⇒ 未 収 入 金(資 産)の減少 ⇒ 未 収 入 金

普通預金口座に振り込まれたので… ⇒ 普 通 預 金(資 産)の増加 ⇒ 普 通 預 金

●ポイント 

・商品以外の売却に伴う未収額は、「売掛金」ではなく、「未収入金」として処理している。

３級 解答・解説 
第１問（20点） 

解 答 

仕 訳

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

１ 
当 座 預 金 

支 払 利 息 

174,600 

5,400 

手 形 借 入 金 180,000 

２ 
租 税 公 課 

通 信 費

13,500 

6,000 

現 金 19,500 

３ 
仕 入 120,000 前 払 金 

当 座 預 金 

24,000 

96,000 

４ 
他 店 商 品 券 

商 品 券

36,000 

18,000 

売 上 54,000 

５ 普 通 預 金 510,000 未 収 入 金 510,000 

仕訳１組につき４点 合計20点 
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第２問（12点） 

解 答 

消  耗  品 

１/８ 現 金 48,000 12/31 ( 消 耗 品 費 ) 

〃 ( 次 期 繰 越 ) 

[ ★ 40,800 ]

[ ★ 7,200 ]

48,000 48,000 

消 耗 品 費 

12/31 ( 消 耗 品 ) [ ★ 40,800 ] 12/31 損 益 [ ★ 40,800 ]

★ １つにつき３点 合計12点



第３問（30点） 

解 答 

⑴ 

仕 訳 日 計 表

平成29年６月１日 

借 方 元丁 勘 定 科 目 元丁 貸 方 

★ 528,000
（

省

略

） 

現 金 
（

省

略

） 

248,640 

62,400 受 取 手 形 163,200 

537,600 売 掛 金 ★ 139,200

48,000 未 収 入 金 

有 価 証 券 53,760 

86,400 支 払 手 形 69,120 

271,680 買 掛 金 297,600 

前 受 金 ★ 48,000

借 入 金 288,000

売 上 ★ 537,600

★ 297,600 仕 入 

7,680 消 耗 品 費 

★ 5,760 （ 有 価 証 券 売 却 損 ）

1,845,120 1,845,120 

⑵ 

総 勘 定 元 帳 

受 取 手 形 支 払 手 形 

平成 
29年 

摘 要 
仕 
丁 

借 方 貸 方 借
貸 残 高 

平成 
29年 

摘 要 
仕 
丁 

借 方 貸 方 借
貸 残 高 

６ 1 前月繰越 
（
省
略
）

316,800  借 316,800 ６ 1 前月繰越 
（
省
略
）

249,600 貸 249,600 

〃 仕訳日計表 62,400  〃 379,200 〃 仕訳日計表 69,120 〃 318,720 

〃 〃 163,200 〃 ★216,000 〃 〃 86,400  〃 ★232,320

⑶ 

仕 入 先 元 帳 

千 葉 商 店 東 京 商 店 

平成 
29年 

摘 要 
仕 
丁 

借 方 貸 方 借
貸 残 高 

平成 
29年 

摘 要 
仕 
丁 

借 方 貸 方 借
貸 残 高 

６ 1 前月繰越 （

省

略

）

259,200 貸 259,200 ６ 1 前月繰越 （

省

略

）

247,680 貸 247,680 

〃 出金伝票 72,960  〃 186,240 〃 出金伝票 81,600  〃 166,080 

〃 振替伝票 124,800 〃 311,040 〃 振替伝票 172,800 〃 338,880 

〃 〃 48,000  〃 ★263,040 〃 〃 69,120  〃 ★269,760

★ １つにつき３点 合計30点

第２問（12点） 

解 答 

消  耗 品

１/８ 現 金 48,000 12/31 ( 消 耗 品 費 ) [ ★ 40,800 ]

〃 ( 次 期 繰 越 ) [ ★ 7,200 ] 

48,000 48,000

消 耗 品 費 

12/31 ( 消 耗 品 ) [ ★ 40,800 ] 12/31 損 益 [ ★ 40,800 ]

★  １つにつき３点 合計12点 

解き方

問題文をよく読む

資料の勘定記入は、⑴購入時に全額を消耗品費として計上しておき、期末に当期の消耗品の未使用額を

消耗品勘定へ振り替え、その差額を当期の消耗品費とする方法を採用しています。 

⑴の方法による仕訳と勘定の流れを示すと下記のようになります。

   購入時：消耗品費（費用）として計上

１/８ ( 消 耗 品 費 ) 48,000 ( 現 金 ) 48,000 

   期末（決算整理）：「消耗品費」から「消耗品」への振替え

12/31 ( 消 耗 品 ) 7,200 ( 消 耗 品 費 ) 7,200 

   期末（決算振替）：「消耗品費」から「損益」への振替え

12/31 （ 損 益 ) 40,800 ( 消 耗 品 費 ) 40,800

消 耗 品 費 消  耗  品

消 耗 品 消耗品費 次期繰越

現 金 ￥7,200 ￥7,200 ￥7,200 

￥48,000 損 益 損   益

￥40,800 消耗品費

￥40,800 

仕訳と勘定の流れを考える

⑵購入時に全額を消耗品として計上しておき、期末に当期の消耗品の使用額を消耗品費勘定へ振り替え

る方法で処理します。  を参考に、仕訳と勘定の流れを考え、勘定に記入します。 

   購入時：消耗品（資産）として計上 

１/８ ( 消 耗 品 ) 48,000 ( 現 金 ) 48,000 

   期末（決算整理）：「消耗品」から「消耗品費」への振替え

12/31 ( 消 耗 品 費 ) 40,800 ( 消 耗 品 ) 40,800 

   期末（決算振替）：「消耗品費」から「損益」への振替え

12/31 （ 損 益 ) 40,800 ( 消 耗 品 費 ) 40,800

Step 0

Step 1
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仕訳日計表および各元帳に記入する

Ｔフォームを集計して、答案用紙の仕訳日計表および各元帳に記入します。

～仕訳で解く場合～

Ｔフォームではなく、仕訳で解く場合は、次のようになります。 

入金伝票 

No.101 （ 現 金 ） 76,800 （ 売 掛 金 ・ 茨 城 商 店 ） 76,800 

No.102 （ 現 金 ） 115,200 （ 受 取 手 形 ） 115,200 

No.103 （ 現 金 ） 288,000 （ 借 入 金 ） 288,000 

No.104 （ 現 金 ） 48,000 （ 前 受 金 ） 48,000 

出金伝票 

No.201 （ 買 掛 金 ・ 千 葉 商 店 ） 72,960 （ 現 金 ） 72,960 

No.202 （ 支 払 手 形 ） 86,400 （ 現 金 ） 86,400 

No.203 （ 買 掛 金 ・ 東 京 商 店 ） 81,600 （ 現 金 ） 81,600 

No.204 （ 消 耗 品 費 ） 7,680 （ 現 金 ） 7,680 

振替伝票 

No.301 （ 仕 入 ） 124,800 （ 買 掛 金 ・ 千 葉 商 店 ） 124,800 

No.302 （ 仕 入 ） 172,800 （ 買 掛 金 ・ 東 京 商 店 ） 172,800 

No.303 （ 受 取 手 形 ） 62,400 （ 売 掛 金 ・ 埼 玉 商 店 ） 62,400 

No.304 
（ 未 収 入 金 ） 48,000 （ 有 価 証 券 ） 53,760 

（ 有 価 証 券 売 却 損 ） 5,760

No.305 （ 売 掛 金 ・ 茨 城 商 店 ） 307,200 （ 売 上 ） 307,200 

No.306 （ 買 掛 金 ・ 千 葉 商 店 ） 48,000 （ 受 取 手 形 ） 48,000 

No.307 （ 買 掛 金 ・ 東 京 商 店 ） 69,120 （ 支 払 手 形 ） 69,120 

No.308 （ 売 掛 金 ・ 埼 玉 商 店 ） 230,400 （ 売 上 ） 230,400 

補 足

各元帳への記入方法

仕訳日計表から総勘定元帳へ合計転記＊１します。

伝票から仕入先元帳へ個別転記＊２します。

＊１ 合計転記：１日の取引を一括して総勘定元帳に転記することです。 

＊２ 個別転記：その取引単位で行われる転記のことです。 

Point

Step 2第４問（８点） 

解 答 

引 出 金 租 税 公 課 

 3/ 4 現

( 4/30)現
金( 576,000)(12/31) イ (★606,000)

金(  30,000)

 7/20 現 ( 606,000) ( 606,000)

(11/29)現

金( 648,000)(12/31) ア (2,232,000)  ( 4/30)現

金(★384,000)     10/ 8 現

金( 600,000)

金( 600,000)

(2,232,000)  (2,232,000)

 相手勘定科目記入欄 

ア ★ 資 本 金 イ ★ 損  益

★ １つにつき２点 合計８点



解き方

問題文をよく読み、会計期間を確認する

本問は、決算日に判明した事項と決算整理事項にもとづいて、精算表を作成する問題です。 

会計期間は平成29年１月１日から12月31日までの１年間です。減価償却、見越し・繰延べの処理など月

割計算が必要になる場合があるので、日付は必ず確認するようにしましょう。

決算整理仕訳を行い、修正記入欄・損益計算書欄・貸借対照表欄へ記入する

まず、問題文にしたがって、決算整理仕訳を行い、修正記入欄に記入します。 

次に、答案用紙の残高試算表欄の金額に、修正記入欄の金額を加減して、損益計算書欄（収益・費用の

勘定科目）、貸借対照表欄（資産・負債・純資産の勘定科目）に記入します。

＜決算日に判明した事項＞

①仮受金の処理 

「仮受金」は得意先から売掛金を回収したものと受領した手付金であることが判明したので、「仮受金」

を減少させます。また、「売掛金」を減少させるとともに「前受金」を増加させます。

（ 仮 受 金 ） 48,000 （ 売 掛 金 ） 30,000 

（ 前 受 金 ） 18,000 ＊ 

＊ ￥48,000－￥30,000＝￥18,000

②仮払金の処理 

「仮払金」は備品を発注したさいの頭金であることが判明したので、「仮払金」を減少させます。また、

当期中に引渡しが行われているため「備品」を増加させるとともに、支払いは翌期であるため「未払金」

を増加させます。なお、引取運賃￥7,200は備品の取得原価に含めます。 

（ 備 品 ） 114,000 ＊１ （ 仮 払 金 ） 72,000

（ 未 払 金 ） 42,000 ＊２

＊１ ￥106,800＋￥7,200＝￥114,000

＊２ ￥114,000－￥72,000＝￥42,000

③手形の裏書き 

「買掛金」の支払いのために手形を裏書譲渡しているので、「買掛金」と「受取手形」を￥33,000減少さ

せます。

（ 買 掛 金 ） 33,000 （ 受 取 手 形 ） 33,000 

＜決算整理事項＞

④現金の実査 

紙幣・硬貨および他店振出しの小切手の実際有高の合計額と残高試算表欄の現金の金額を比較し、実際

有高の方が￥2,100少ないため、￥2,100の「雑損」を計上します。

（￥196,500＋￥17,400）－￥216,000＝△￥2,100（雑損）

実際有高 帳簿残高 

（ 雑 損 ） 2,100 （ 現 金 ） 2,100 

Step 1

Step 0

第５問（30点） 

解 答 

精 算 表

勘 定 科 目
残 高 試 算 表 修 正 記 入 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表 

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 

④ 現 金 216,000 2,100 213,900 

 当 座 預 金 408,000 408,000 

 定 期 預 金 900,000 900,000 

③ 受 取 手 形 225,000 33,000 192,000 

掛 金 228,000 30,000 198,000 

⑥ 繰 越 商 品 258,000 240,000 258,000 240,000 

払 金 72,000 72,000

売

  仮

物 3,600,000 3,600,000 

品 480,000 114,000  ★ 594,000備

土 地 3,000,000 3,000,000 

 支 払 手 形 184,500 184,500 

③ 買 掛 金 204,000 33,000  ★ 171,000

受 金 10,200 18,000 28,200前

未 払 金 22,800 42,000 64,800

① 仮 受 金 48,000 48,000

8,400 3,300 ★ 11,700

1,458,000 162,000 1,620,000

⑤ 貸 倒 引 当 金

⑦ 建物減価償却累計額

⑦ 備品減価償却累計額 192,000 101,700 293,700 

 資 本 金 6,000,000 6,000,000 

 売 上 7,609,500 7,609,500 

189,000 27,000  ★ 162,000⑪ 受 取 家 賃

⑧ 受 取 利 息 3,600 9,000 ★ 12,600

入 4,800,000 4,800,000仕

給 料 810,000 810,000

 旅 費 交 通 費 312,000 312,000

 水 道 光 熱 費 249,000 249,000

険 料 145,800 97,200 48,600 保

通 信 費 112,200 112,200

 支 払 手 数 料 73,200 73,200

⑩ 消 耗 品 費 40,800 10,980 29,820

15,930,000 15,930,000 

④ 雑   ( 損 ) 2,100  ★ 2,100

3,300 3,300

258,000 240,000 ★4,818,000

  4,800,000 

 貸倒引当金繰入

 売 上 原 価

 減 価 償 却 費 263,700  ★ 263,700

⑩ (消  耗  品 ) 10,980 ★ 10,980

9,000 9,000 (未 収 )利 息

 (前 払 )保険料 97,200 ★ 97,200

27,000 27,000  (前 受 )家 賃

当期純(利 益 ) 1,062,180 1,062,180 

  5,906,280 5,906,280 7,784,100 7,784,100 9,463,080 9,463,080 

★ １つにつき３点 合計30点
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